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研 究 内 容 1．悪性度腎癌のゲノム解析とHippoパスウェイノックアウトマウス作成
腎臓にできる癌の約80％を占める淡明細胞性腎細胞
癌は、組織学的に低悪性度と高悪性度に分類され、
その予後は全く異なる。ゲノム解析により高悪性度
腎細胞癌は14番染色体に欠失が認められ、SAV1遺
伝子の発現低下が悪性化をもたらしていることが示
唆された。SAV1遺伝子がコアコンポーネント(主要
因子)の一つであるHippoパスウェイというシグナル
伝達経路の異常(右図OFF)をもたらしていることがわ
かった。そこでHippoパスウェイを腎臓特異的に働か
ないようにしたSAV1ノックアウトマウスを作成した
ところ、腎尿細管の異型増殖がみられた(右図矢印)こ
とから、Hippoパスウェイの異常は腎癌悪性化に関わ
る可能性が見いだされている。
2．適正飲酒のための臨床研究
飲酒後の自覚症状や他覚検査による臨床研究を行い、
適正飲酒の推進を目指している。
３．ダイバーシティの推進
大分大学ダイバーシティ推進本部長として、企業等
と連携し地域でダイバーシティを推進している。共同研究等を通じた女性研究者・技術者のキャリ
アアップ、ダイバーシティ・男女共同参画に関する意識改革、セミナー、教育、意識調査、女性医
療人支援等を行っている。
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